
令和５年度 「学びのつどい」報告書 【様式】           記載日 令和５年１２月１２日 

 

 

 

 

 

 

1 学級の組織ならびに学習のねらい及び重点 

・構成員        巻堀小学校保護者、教職員  

・学級の運営組織    巻堀小学校ＰＴＡ 

・学習のねらい，重点  子どもの健やかな成長に向け、子育て等についての教養を高める。 

 

2 学習計画と活動の状況 

回 日 時 講 話 題 講 師（職・氏名） 参加人数 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

１２月 

２日

（土） 

お菓子作り講座 

 

ゾーナイタリア盛岡  

  シェフ  八 木 麻 美 氏 

    ２６人 

内 容 感 想 等  

児童、保護者、教職員を

４グループに分け、スイ

ートポテトをフランスパ

ンにのせて焼いた「スイ

ートポテトのタルティー

ヌ」を作った。出来上がっ

た後は、みんなで会食を

した。 

【保護者】 

・子ども達と、ワイワイ楽しくお菓子作りができました。家でももう

一度作ってみたいと思います。 

・材料も道具も家にあるもので作れるので、家でも作ってみよう！と

いう気になりました。みんなで作ってみんなで食べたスイートポテ

ト、とてもおいしかったです。「ぎょうざの皮でフルーツパイ」は、

子どもに作ってもらいました。こちらも、おいしくいただきました。 

・普段は一緒に何かを作ったり、ほとんどしないので、今回とても良

い機会になりました。子どもたちも、楽しそうでしたし自分で作っ

たスイーツはさぞかし美味しかったと思います。様々なハプニング

も含め、全て良い経験でしたし、楽しい思い出になりました。 

【児童】 

・あまくておいしかったので、お父さんにもあげたいです。 

・今日、スイートポテト作りをし、作り方やコツをくわしく学ぶこと

ができました。また、材料はどれくらい入れるのか、計るのもがん

ばりました。最後、みんなで食べてみると、とてもおいしく上手に

作れたのでよかったです。 

・久しぶりに、親子で協力してスイーツ作りをしました。とても楽し

かったし、新鮮さを感じました。家に帰ってから、もう１品の「ぎ

ょうざの皮でアップルパイ」を作ってみて、おいしくできました。

たくさん笑い合うこともできたし、すてきな講座になりました。あ

りがとうございました。 

 

３ 成果及び今後の課題 

（１） 成果・コロナ禍にあって工夫したこと   

・お菓子作りをとおして、親子、教職員が一緒に、交流を図りながら楽しく活動できたのはよかった。 

・簡単にできるお菓子の作り方を教えていただき、家でも早速作ってみたご家族もあった。この講座をきっかけ 

 に、家でも家族の交流がますます図られたようでよかった。 

（２） 今後の課題 

  ・会員数の減少に伴い、実施内容について検討していく必要がある。 

 

（３） その他 今後の「「学びのつどい」の在り方に関すること等  

  ・みんなが楽しく学べる内容について、今後も検討していきたい。 

 

活動内容 〈題〉   お菓子作り講座                                             

                                   学級名 巻堀小学校ＰＴＡ             

                                   学級担当者  平田 敬子              


